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東京地下鉄株式会社（本社：東京都台東区、代表取締役社長：山村 明義、以下「東京メトロ」）は株式会社三

越伊勢丹が「ファッションを通じて新しい未来を示唆していくプロジェクト」として、2025年4月9日から4月

２２日まで伊勢丹新宿店で開催する「ピース de ミライ」にて、丸ノ内線０２系引退車両の座席シートを活用し

たアップサイクル商品を数量限定で販売します。 

東京メトロアップサイクルプロジェクトは2023年10月にクラウドファンディングにて第一弾商品として丸

ノ内線02系の座席シートを活用した商品を販売し、多くのお客様からご好評をいただいた結果、開始後約3

分で完売いたしました。 

今回販売する商品は、その第一弾商品をベースに、丸ノ内線02系の座席シートと当社制服に採用される

袖章タグを活用しつつ、ピース de ミライ特別バージョンとして、新たにブラックジーンズ生地を組み合わ

せ、数量限定で製作した「東京メトロロゴ入りペンケース」です。  

丸ノ内線02系の廃車車両から採取した座席シートの生地を活用することで、当社のサステナビリティ重

要課題（マテリアリティ）のひとつである「脱炭素・循環型社会の実現」に寄与することに加え、2023年度に

引退した丸ノ内線02系の面影を残す貴重な商品となっています。 

また、本商品は第一弾と同様にユーズドストックのデニム生地を活用したアップサイクル事業を展開する

株式会社ヤマサワプレス(本社：東京都足立区、代表取締役：山澤 亮治、以下「ヤマサワプレス」)と共創し、

洗浄後の座席シート生地とユーズドストックのデニム生地をヤマサワプレスの加工技術で丁寧に縫い合わ

せ、手作業でひとつずつ製作しています。 

今後も、引退車両を活用したアップサイクル商品の企画、商品化を推進し、お客様への新たな価値の提供

を目指すとともに、SDGｓの達成にも貢献していきます。詳細は、別紙をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

2025年 4月 9日（水）から 4月 22日（火）まで  

 

 

東京メトロアップサイクルプロジェクト 第三弾 

丸ノ内線０２系座席シートを活用した商品を「ピース deミライ」にて販売します！ 

引退車両に新たな価値を 

 

 

アップサイクルとは 
捨てられるはずだった廃棄材等を有効活用し、付加価値を付け、新たな製品に生まれ変わらせること。 

素材の一部分解や溶解等が発生するリサイクルと異なり、素材そのままを活かす点が特徴で、更なる省コストや省エネが期待できる。 



 

丸ノ内線 02系座席シート生地を活用したアップサイクル商品（第三弾）について 

１． 「ピース de ミライ」開催期間 

2025年 4月 9日（水）から 2025年 4月２２日（火）まで 

２． 開催場所 

伊勢丹新宿店 本館６階 

 

３． 購入方法 

「ピース de ミライ」特設ページよりご購入下さい。

https://www.mistore.jp/shopping/feature/shops_f3/st_piecedemirai_sp 

 

４． 販売商品 

https://www.mistore.jp/store/shinjuku/shops/baby_kids/restyle/shopnews_list/sh

opnews_0461.html 

東京メトロロゴ入りペンケース ２種 

 

サイズ：幅約 21cm×高さ 8cm×マチ約 5cm 

 

価格：8,8００円（税込み） 

 

販売数：限定 50個 （レッド：30個 ブルー20個） 

 

「Tokyo Metro」のロゴには、実際の当社制服の袖章タグ

を採用。デニム生地とのツートンカラーで、カジュアルさを演

出しました。 

「ピース deミライ」での販売用にブラックデニムを初採用。 

 

    

５． 「東京メトロアップサイクルプロジェクト」について 

 鉄道車両の更新に伴い、長年使われてきた車両の廃車は定期的に行われており、金属部分についてはリ

サイクル処理を実施してきました。しかしながら、座席シート等の布部材はリサイクルが困難で、資源循環の

観点でも、廃材の再生可能性について課題となっていました。「そういった部材を使って、何か新しい商品

ができないか」と考え、立ち上がったのが「東京メトロアップサイクルプロジェクト」です。 

「引退車両に新たな価値を」をテーマとし、本来捨てられるはずだったものに新たな価値を付け加え、ア

ップサイクルを図ることで、地下から街へと活躍の場を広げていくことをイメージし、当プロジェクトに取

り組んでおります。 

今後も引退車両を活用したアップサイクル商品の企画、商品化を推進し、お客様への新たな価値提供を

目指してまいります。 

 
（参考：2023 年10 月24 日付の第一弾、2025年1月29日付の第二弾のプレスリリース） 

東京メトロ初のアップサイクルプロジェクト丸ノ内線 02系座席シートを活用したアップサイクル商品を販売します！｜東京メトロ 

アップサイクルプロジェクト第二弾制服（技術職用作業服）を活用したアップサイクル商品を販売します！｜東京メトロ 

  

別 紙 

https://www.mistore.jp/shopping/feature/shops_f3/st_piecedemirai_sp
https://www.mistore.jp/store/shinjuku/shops/baby_kids/restyle/shopnews_list/shopnews_0461.html
https://www.mistore.jp/store/shinjuku/shops/baby_kids/restyle/shopnews_list/shopnews_0461.html
https://www.tokyometro.jp/news/2023/216491.html
https://www.tokyometro.jp/news/2025/219856.html


 

６． 「ピース deミライ」について 

「ピース de ミライ」は、ファッションを通じて新しい未来を示唆していくプロジェクトです。 

「新しいファッションを発信したい、ファッションの高揚感を届けたい」という想いは変わらず大切にしなが

ら、それを未来へ紡いでいく。そのためにファッション業界が抱える社会課題を自社だけでなく、企業の垣

根を越えて連携し向き合うことで、業界全体が進化することを目指します。 

リーバイス®のユーズドストックをはじめ、マリアケント社のサンプル生地や尾州産地素材の残反をアップサ

イクルする取り組みに加え、ヤマサワデニムや合成皮革（アップルレザー）などのリサイクル素材を使った取

り組みも。さまざまな企業のご協力で得られた素材を「ピース」に、さらなるファッションの未来を切り拓き

ます。 

 

７． 株式会社ヤマサワプレス概要 

 

会社名 株式会社ヤマサワプレス 

HP http://www.yamasawapress.jp/ 

所在地 東京都足立区花畑 1-8-15 

代表者 代表取締役 山澤 亮治 

事業内容 
■ファッションプレス 

■デニムアップサイクル事業等 

 

８． お問合せ先について 

 東京メトロお客様センター https://www.tokyometro.jp/support/index.html 

 

 

 

  

東京メトログループは、サステナビリティ重要課題（マテリアリティ）の特定に合

わせて、SDGsに掲げられている 17の目標、169のターゲットとの関連性

を整理しました。引き続きマテリアリティに係る各種施策を通じて SDGsの

達成に貢献していきます。 

なお、本リリースの取組みは、主に SDGsにおける目標 12番「つくる責任  

つかう責任」に貢献するものと考えています。 

東京メトログループのサステナビリティ重要課題とテーマ 
https://www.tokyometro.jp/corporate/csr/materiality.html 

サステナビリティレポート２０２４ 

https://www.tokyometro.jp/corporate/csr/report/index.html 

 

 

以 上 

 

 

東京メトログループの SDGs（持続可能な開発目標）への貢献について 

http://www.yamasawapress.jp/
https://www.tokyometro.jp/support/index.html
https://www.tokyometro.jp/corporate/csr/materiality.html
https://www.tokyometro.jp/corporate/csr/report/index.html

